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提
出
し
ま
し
た
。
十
八
日
に
は
大
山
議
長

と
の
要
請
懇
談
で
、
条
例
改
正
案
が
提
出

さ
れ
た
な
ら
、
労
使
協
議
の
同
意
が
必
要

と
の
見
解
を
得
ま
し
た
。 

  
 

  

ま
た
、
五
月
二
十
五
日
に
さ
ぬ
き
市
当

局
へ
夏
季
一
時
金
削
減
に
関
わ
る
労
使

協
議
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
翌
二
十
六
日
に
、
岩
部
執
行
委
員

長
・
柳
井
県
事
務
所
長
と
安
富
総
務
部

長
・
菊
池
秘
書
広
報
課
長
・
課
員
二
名
で

労
使
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

総
務
部
長
か
ら
、
国
・
県
の
勧
告
を
受

け
入
れ
て
、 

①
五
月
二
十
九
日
招
集
の

臨
時
議
会
に
勧
告
通
り
、
〇
・
二
ヶ
月
分

「
凍
結
」
の
条
例
改
正
議
案
を
提
出
す

る
。 

②
市
議
会
議
員
へ
議
案
書
の
説
明

を
行
っ
た
。 

③
県
下
で
一
番
財
政
状
況

の
厳
し
い
市
と
し
て
他
市
町
の
動
向
か

ら
判
断
し
た
。 

④
給
与
独
自
カ
ッ
ト
と

は
別
次
元
の
対
応
で
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。
以
上
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

夏
季
一
時
金
削
減
強
行 

 

香
川
県
人
事
委
員
会
は
、
人
事
院
の

今
夏
季
一
時
金
〇
・
二
ヶ
月
分
「
削
減
」

の
特
別
勧
告
に
追
随
し
て
、
五
月
十
八

日
に
各
自
治
体
に
同
様
の
勧
告
を
行
い

ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
県
内
企
業
に

対
し
四
月
下
旬
か
ら
郵
送
に
よ
る
独
自

特
別
調
査
を
行
い
、
二
百
十
三
社
か
ら

回
答
を
得
た
が
、
調
査
時
点
で
夏
季
一

時
金
に
関
し
妥
結
し
た
企
業
は
二
十
九

社
に
と
ど
ま
り
、
全
体
状
況
を
正
確
に

把
握
で
き
な
い
と
し
て
、
減
額
で
は
な

く
凍
結
が
妥
当
と
し
た
ご
ま
か
し
の
見

解
を
示
し
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
間
、

総
務
省
は
地
方
自
治
体
へ
「
国
準
拠
」

を
強
要
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
全

国
で
は
、
宮
城
・
岐
阜
・
兵
庫
・
鳥
取
・

島
根
・
岡
山
・
山
口
・
福
岡
・
佐
賀
・

鹿
児
島
・
沖
縄
県
が
人
勧
実
施
を
見
送

っ
て
い
ま
す
。 

 

要
請
行
動
実
施 

 

こ
の
状
況
の
中
、
さ
ぬ
き
市
職
員
組

合
・
さ
ぬ
き
市
民
病
院
職
労
・
香
川
県

事
務
所
は
、
五
月
一
日
に
香
川
県
人
事

委
員
会
へ
夏
季
一
時
金
削
減
反
対
の
要

請
懇
談
を
行
い
、
五
月
十
二
日
に
さ
ぬ

き
市
長
・
議
長
に
同
様
の
要
請
文
書
を

新
組
織
拡
大
専
任
者
の
紹
介 

 
 

 
 

お
名
前
は
高
松
市
牟
礼
町
在
住
の

松
本
敬(

た
か
し)

さ
ん
五
十
八
才
で

す
。 松

本
さ
ん
は
ソ
ニ
ー
電
気
製
品
の

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
さ
れ
て
い
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
で
、
五
月
か
ら
香
川
自
治
労
連

運
動
に
加
わ
り
、
六
月
一
日
付
で
自
治

労
連
・
組
織
拡
大
専
任
者
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す 

自
治
労
連 

第
三
十
九
回
中
央
委
員
会
開
催 

 
 

自
治
労
連
は
、
五
月
十
四
〜
十
五
日
に
か

け
て
和
歌
山
市
内
で
行
わ
れ
、
香
川
県
か
ら

は
二
名
の
参
加
で
、
〇
九
年
国
民
春
闘
の
中

間
総
括
、
夏
季
一
時
金
の
凍
結
反
対
な
ど
当

面
す
る
夏
季
闘
争
と
総
選
挙
闘
争
を
全
力

で
た
た
か
う
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。 

組
合
か
ら
は
、
臨
時
勧
告
の
問
題
点

を
挙
げ
、
給
与
カ
ッ
ト
の
継
続
中
で
は

同
意
出
来
な
い
旨
を
述
べ
、
民
間
労
働

者
へ
の
負
の
影
響
、
地
域
消
費
経
済
の

マ
イ
ン
ド
低
下
で
税
収
減
へ
の
懸
念
を

示
し
た
。
ま
た
、
双
方
は
、
九
月
・
十

二
月
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、
非
正
規

職
員
の
待
遇
改
善
な
ど
に
そ
の
財
源
を

活
用
さ
せ
る
労
使
協
議
の
約
束
を
確
認

し
ま
し
た
。 

  

今後の予定 

 

6月6日(土)14：00～   香川公務公共一般労組・執行委員会：県事務所 

6月13～14日(日)14：00～第55回原水爆禁止・四国大会：ミューズ・ホール 

6月19～21日(日)14：00～第36回医療研究・全国集会in松山 

6月27～28日(日)13：00～第11回四国ブロック働くものの学習交流集会in徳島：四国三郎の郷 

7月4～5日(日)13：30～第1回働くものの命と健康を守る中四国ブロックセミナー：高知城ホール 

7月8日(水)13：30～   組織拡大専任者・四国ブロック交流会：愛媛県本部 

 

一時金削

減反対 
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業
の
画
期
的
高
収
益
と
投
資
（02

〜07

年
） 

③ 

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

ー
ン
を
起
点
と
し
た
証
券
バ
ブ
ル

と
住
宅
バ
ブ
ル（
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の

典
型
）
の
崩
壊 

④ 

大
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
の

な
か
の
「
派
遣
切
り
」「
非
正
規
切

り
」 

⑤ 

非
正
規
雇
用
増
大
の
中
で
、格
差

社
会
化
と
内
需
委
縮 

⑥ 

雇
用
破
壊
に
よ
り
悪
循
環
を
お

こ
し
、
ま
す
ま
す
内
需
が
縮
小
。 

 

雇
用
破
壊
の
克
服
に
向
け
た
視
点

と
し
て
、 

①   

三
つ
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
視

点 

・
グ
リ
ー
ン 

環
境
問
題
の
改
善
に

力
を
入
れ
る 

・
ホ
ワ
イ
ト 

介
護
・
医
療
・
福
祉

に
力
を
注
ぐ 

・
レ
ッ
ド 

最
低
賃
金
の
ア
ッ
プ
・

解
雇
規
制
・
失
業
時
所
得
補
償 

② 

過
剰
な
資
産
の
吸
収
と
転
用
に

よ
る
雇
用
維
持
と
拡
充 

・
大
企
業
の
膨
大
な
内
部
留
保
を
税

で
納
め
さ
せ
て
社
会
福
祉
に
使
う 

・
所
得
を
分
配
し
環
境
保
全
型
内
需

拡
大
を
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
月
よ
り
組
織
拡
大
専
任
者
に
な 

り
初
め
て
、
五
月
二
十
三
日
〜
二
十
四

日
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
非
正
規
で
は

た
ら
く
な
か
ま
の
全
国
交
流
集
会
」
に

参
加
し
ま
し
た
。 

  

一
日
目
の
全
体
集
会
で
は
、
非
正
規

セ
ン
タ
ー
の
大
黒
作
治
代
表
（
全
労
連

議
長
）
よ
り 

 

① 

全
国
的
に
非
正
規
労
働
者
の
反
撃 

が
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
。 

② 

正
規
も
非
正
規
も
、
官
も
民
も
共

に
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
社
会
に
し

よ
う
。 

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
神
戸
大
学
教
授
の
二
宮
厚

美
氏
の
講
演
「『
雇
用
破
壊
と
貧
困
』

の
打
開
め
ざ
し
て
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

経
済
危
機
と
雇
用
危
機
の
原
因
は
次

の
六
点
に
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。 

①  

小
泉
構
造
改
革
以
来
の
格
差
・
貧 

困
社
会
化 

富
が
一
部
に
集
中
し
、
多
く
の
労 

働
者
は
賃
金
が
上
が
ら
ず
内
需
拡

大
せ
ず
（
貧
困
率
は
ア
メ
リ
カ
に
次

い
で
ワ
ー
ス
ト
二
位
） 

② 

輸
出
・
投
資
依
存
型
成
長
と
大
企

③ 

切
り
札
は
公
的
就
労
事
業（
公
務

員
に
よ
る
公
共
事
業
） 

一
九
三
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
に
学
ぶ 

の
三
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

お
わ
り
に 

労
働
運
動
で
の
最
大

の
団
結
は
「
現
役
軍
と
失
業
者
の
団

結
」
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

 

講
演
の
後
の
現
場
か
ら
の
発
言 

 派
遣
切
り
・
・
・
大
分
キ
ャ
ノ
ン
の
派

遣
労
働
者（
労
働
組
合
に
入
っ
て

交
渉
の
結
果
、
退
職
金
が
入
っ

た
） 

奴
隷
的
労
働
・
・
・
三
名
の
中
国
人
研

修
生（
労
組
に
入
っ
て
裁
判
を
進

行
中
） 

介
護
現
場
か
ら
の
告
発
・
・
・
東
京
の

ヘ
ル
パ
ー
連
絡
会（
事
業
者
の
七

十
三
％
が
、募
集
し
て
も
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
が
来
な
い
と
い
う
、先
の

見
え
な
い
状
況
） 

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
・
・
・
大
阪
自

治
労
連
（
非
正
規
が
五
十
万
人
、

三
分
の
一
以
上
、住
民
サ
ー
ビ
ス

を
守
る
た
め
雇
用
と
待
遇
改
善

の
訴
え
） 

パ
ー
ト
差
別
・
・
・
京
都
生
協
パ
ー
ト

労
組
（
六
〇
〇
人
の
組
合
員
が
、

春
闘
で
賃
金
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取

っ
た
） 

均
等
待
遇
の
取
り
組
み
・
・
・
郵
政
産

業
労
組
（
非
正
規
が
四
六
％
） 

教
育
現
場
の
非
正
規
・
・
・
京
都
府
教

職
員
組
合
（
十
四
％
が
臨
時
職

員
） 

非
正
規
労
働
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
・
・
非
正
規
雇
用
ネ
ッ
ト
栃
木 

 
 

（
い
す
ず
自
動
車
と
裁
判
中
） 

   

二
日
目
（
五
月
二
四
日
）
分
科
会

（
介
護
労
働
者
が
生
き
生
き
と
働
く

た
め
に
）
に
出
席 

 

ま
ず
、
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
責
任
者

の
小
松
民
子
さ
ん
（
全
労
連
）
よ
り 

 

① 

利
用
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
笑

顔
の
介
護
を 

 

② 

誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
賃
金
・
労

働
条
件
・
身
分
保
障
の
確
立
を 

 

③ 

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ヘ
ル
パ
ー
・

介
護
労
働
者
を
な
く
そ
う 

 

の
３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
活
動
す
る

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

各
地
の
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
会
な
ど

か
ら
の
現
状
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
次
の

京
都
の
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
会
の
熱
心

な
取
り
組
み
で
す
。 

★
八
十
以
上
の
事
業
所
の
約
二

八
〇
名
が
登
録
（
会
費
は
年
千
円
） 

★
し
ゃ
べ
り
場
を
作
っ
て
、
悩
み

な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
学
習
会
を

開
い
た
り
し
て
い
る
。 

★
集
ま
る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ

か
っ
て
き
て
、
徐
々
に
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
独
自
で
の
、
小
グ
ル
ー
プ
の
学
習

会
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。 

そ
の
他
、
大
阪
、
兵
庫
、
愛
知
、

宮
城
、
広
島
、
沖
縄
な
ど
か
ら
も
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

と
に
か
く
、
つ
な
が
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
尊
厳
の
あ
る
労
働
者
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う

に
、
独
自
に
勉
強
会
（
上
か
ら
の
指

示
で
は
な
く
）
を
す
る
こ
と
の
必
要

性
の
発
言
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

  

均 等 待 遇 


